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こんな研究

をしていま

す 

情報通信技術は今や社会基盤の一つとして普及発展しています。しかし技術は、時代や

社会動向に依存して技術的な開発・設計の方向性が変わり、問題意識や倫理的視点もま

た変わります。仮想世界の情報が現実世界に大きな影響を与えるようになった今、情報

はどのように保護や制御される必要があるのか、セキュリティや技術標準などの観点か

ら国際社会との連携や協調を含め研究を続けています。 

こんな成果

を挙げてい

ます 
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ほかに、こん

なジャンル

に関心をも

っています 

インターネット上を流通する情報として情報通信技術の中でも個人情報やプライバシ

に関わる保護技術や技術の国際標準の研究に携わっていました。これに関連して、車両

の情報化や自動運転にも関わる ITS分野の研究開発やシステムの普及促進、災害時にお

ける道路行政や各種情報流通とその連携や関連法規動向にも関心を持っています。ま

た、エストニアで在外研究を行ったことから, 電子政府とそれを支えるデジタル IDな

どの基盤技術や、その社会展開に関する調査研究にも携わっています。 

こんな授業

を行なって

います 

 

多文化ネットワーク論 A/Bの授業で、知っておくべき計算機科学及びネットワーク技術

の用語や基礎を確認します。その上で、関連分野の最新動向技術を紹介しながら、情報

科学分野の技術が広く社会で使われるようになるために、どのような準備が必要なの

か、何が問題でどのような解決方法が考えられるかを議論します。一方的に提示するの

ではなく、議論を通じて今何が問題なのか、今後何が必要になるのかを自ら考えるため

の授業を行ないます。 

学会や社会

でこんな活

動をしてい

ます 

インターネットに関連する産官学の研究プロジェクト（WIDE）に携わっています。また 

2018年にエストニアのタリン工科大学へ在外研究に行くまでの約 10年間日本ソフトウ

ェア科学会の論文編集委員を務めた他、関連する研究会の実行委員・プログラム委員な

ども務めていました。経済産業省基準認証研究開発事業「プローブ情報システムの匿名

性・セキュリティ評価基準などに関する標準化」など、他大学・組織との共同または委

託研究で情報技術の国際標準化にも携わった経緯から、技術の国際標準化にも関心を持

ち続けています。 

私が思う多

文化的かつ、

インターカ

ルチュラル

な人物 

たとえば、梅棹忠夫先生。 

日本の文化人類学のパイオニアとして知られる梅棹先生は、インターネットという名前

も概念もなかった 1960年代に「情報産業論」を発表し、情報化社会のグランドフレー

ムを提示されています。何に対しても思考停止せず、様々な分野を学び、視点や方法を

活かして試行する。そのためには、異なる文化的視点や方法論を知り、多様な知識を今

後の可能性も含め自分の思考の糧として柔軟に活かすことが重要だと思います。 


